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電子メールはインターネット上において手軽で最も利用されているコミュニケーションツールであ
るo近年,ひとりで複数のメールアドレスを持ち,その間でメールを転送しているケースも多いOと

ころが携帯電話のアドレスのように何度も変更する傾向のあるアドレスを転送先に指定している場合,
アドレスを変更した際に転送先のメールアドレスの設定変更を忘れるケースが多い。この場合,メー
ルを転送できなくなり,元の送信者のもとにエラーメールが届けられるが,転送設定を行った本人の
元には通知されないため,エラーとなっていることに気がつきにくい。そこで,本稿では転送先アド
レスが無効であった場合のエラーメールを、転送を行っているメールサーバで受信し、以降のエラー
メールを抑制するシステムを提案するo転送エラー時のメールを制御するた桝こ,転送先のメールア
ドレスに対応したメールアドレスにメールのエンベロープ酔omのアドレスの書き換えを行い、エ
ラーメールを管理するデータベースを用意して、転送先のメールアドレスごとのエラー状態を把握で
きる構成とした。
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Email is one of the most popular and easy-to-use communication tool on the Internet. These
days many people have more than one email address. While automatic forwarding mecha-
nism is useful under such circumstances, one big problem has arisen. When one changes his
or her email address that is a forwarding destination and leaves forward settings untouched,
forwarded emails lose their way and cause a pile of error notification mails. This is often the
case with some kind of email addresses, like for mobile phones. Since error notification only
goes to the original sender and administrators, the person directly concerned would not be
aware of the error. This paper describe a system to solve this problem. By changing the
"envelope from address" of each forwarding mail, problematic destinations can be detected
and the user originated the error is warned of what happens.

1.はじめに

インターネット上において,電子メールは手軽で最

も利用されているコミュニケーションツールである。近

午,企業や個人で利用できるプロバイダのメールサー

ビスに加えて,無料で使用可能なフリーメールサービ

スや,携帯電話でも電子メールの送受信が可能となり,

所有している複数のメールアドレス間でメールの転送
も頻繁に行われている.

しかし,フリーメールや携帯電話のメールアドレス

は所有者が安易に変更する傾向にあるた軌　メールア

ドレスを変更した際に,転送先に指定したアドレスの

変更を忘れがちである。この場合、メールが正しく転

送されなかったという通知は、メールの送信者にのみ

エラーメールとして知らされ転送を設定した本人には

何も通知がないために、転送エラーが発生しているこ

とに気がつきにくいという問題がある。

さらに,エラーメールには,何というアドレスに

メールが届かなかったかは書かれているものの、それ

が宛先メールアドレスに指定したどのアドレスの転送

先なのかは書かれていないという問題がある。このた

め宛先メールアドレスが複数ある場合やメーリングリ

ストの場合は、エラーメールの受信者が、転送設定を

変更すべき本人に指摘することが困難になるという構
造もある。

本稿では誤った転送設定によりエラーメールを抑制

するシステムを提案する。メールサーバがメールを転

送する際に,転送したメールがエラーとなった場合に

返送されてくるアドレスを,メールの転送を行ってい

るマシンが受信できる形に書き換えることができれば,

転送エラーが発生した際にエラーメールを受信してエ



ラー状態を把握することができる。これにより,転送
ェラーが発生した際にはそれを検知してそれ以降の転

送を抑制するなどの柔軟な制御が可能となる0

2.電子メール転送の問題点

2.1電子メール送信時の手順

電子メールを送信するときの手順はSMTP (Simple

Mail Ttansfer Protocol,簡声メール転送プロトコル)
で定められており, RFC538115として定義されてい

る。メールを送信する場合の送信側がクライアント,

送られてきたメールを受ける側がサーバとなるo

図1に, 1通のメールを送信する際にサーバとクラ

イアントの間でやり取りされるSMTPコマンドと応

答コードの例をあげるO図1中のMAILFROM (以

下"エンベロープProm"という)に続く"()"内に送
信元のメールアドレスが設定され、 RCPT TO (以下

"ェンべロープTb"という)に続く"()"内に宛先メー

ルアドレスが設定される　SMTPサーバに存在しな

いアドレスがエンベロープTbに指定されたメールが

届いた場合、エンベロープFromに指定されたアドレ

ス宛にメールが届かなかったことを示すエラーメール

が配送される。

送受信するメールはテキストファイルとして扱われ、

RFC53822'に規程されているD　メールアドレスの形

式はⅩⅩⅩ◎yyy.example.jpとなっていて、 RFC5382

では◎の左側(xxx)をローカルパート、旬の右側

(yyy.example.jp)をドメインとよんでいるoドメイ
ンは受信側のメールサーバを特定する名前が指定さ

れ、ローカルパートはメールボックスの名前が指定さ
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2.2　メール転送時の問題点

図2は転送先メールアドレスが有効(メールを受信

できる状態)である場合のメール転送の流れを示した
ものであり、図3と図4はメール転送先アドレスが無

効(メールを受信できない状態)である場合のメール
転送の流れを示したものである。

図2では、宛先のSMTPサーバにメールアドレス

を持つ人が、転送先のSMTPサーバにもメールアド

レスを持っており、宛先のSMTPサーバ宛に届いた

メールを転送先のSMTPサーバに自動的に転送され

るように、宛先のSMTPサーバ内に自動転送の設定

をしている。メール送信者は送信者のSMTPサーバ

にメールを送り(図2の(1))、送信者のSMTPサー
バは宛先のSMTPサーバにメールを送信する(図2

の(2))。宛先のSMTPメールサーバ内では受信者の
メールを自動転送する設定となっているためこれに従

い転送先のSMTPサーバにメールを転送する(図2

の(3))=
図3では、メール送信者が送信したメールが宛先の

SMTPサーバに到達するまでは図2と同じであるが、

転送先メールアドレスのドメインが間違っているため
に宛先のSMTPサーバから転送先のSMTPサーバ

に配送することができなくなる。そこで配送されな

かったことを示すエラーメールを元のメール送信者に

送るた捌こ送信者のSMTPサーバにエラーメールを

返送し(図3の(3))、元のメール送信者はエラーメ~
ルを受信する(図3の(4).
図4では、メール送信者が送信したメールが宛先

のSMTPサーバに到達するまでは図2、図3と同じ

であるo図3では転送先メールアドレスのドメイン

が間違っているために転送先のSMTPサーバに配送

することができなかったが、図4では、転送先メー

ルアドレスのドメインは正しいので、宛先のSMTP



サーバから転送先のSMTPサーバにメールの配送を

試みた(図4の(3)).転送先のSMTPサーバでは、
転送先メールアドレスのローカルパートに対応する

ユーザがいないので受信できないというメッセージを

宛先SMTPサーバに返した(図4の(4))。転送先の
SMTPサーバにメールを配送できなかったことを示

すエラーメールを元のメール送信者に送るために送

信者のSMTPサーバにエラーメールを返送し(図4

の(5))、元のメール送信者はエラーメールを受信する

(図4の(6))。転送先のSMTPサーバの設定によっ
ては、転送先メールアドレスのローカルパートに対応

するユーザが存在しなくても、一旦メールを受信した

後、転送先SMTPサーバからユーザのSMTPサー

バに向けてエラーメールを返送するケースもある。

図3の(3)および図4の(5)で、宛先のSMTPサー
バから送信者のSMTPサーバにエラーメールを送信

している.転送先メールアドレスのローカルパートが
誤っている場合のエラーメールの内容は、 "User Un-

known:転送先のアドレス"となるD一方、転送先

メールアドレスのドメインが誤っている場合のエラー

メールの内容は、 "Host Unknown :転送先のアドレ

ス"となる。いずれの場合も、 "転送先アドレス"は

メール送信者が宛先に指定したメールアドレスではな

いため,見覚えのない宛先にエラーと思われる現象が

発生しているというメールを受信することとなる。さ

らに、宛先に複数のメールアドレスを指定した場合の

エラーメールは、誰宛のメールがェラーであるかの判

断が極めて困難である。また,転送設定をした本人に

は、転送先メールアドレスがメールを受信できない状

態にあることについて何ら通知されないので,エラー

メールが送信者に返送されていることに気がつきにく

くなっている。

以上の問題点をまとめると次のようになる。

・ lPl]元のメールの送信者は、エラーメールを受
信するのでメールが届かなかったことはわかるが、

エラーメールに書かれているメールアドレスは、

宛先に指定したものとは異なるので、誰あてのも

とに届かなかったのかの判断がつきにくい

[P2]転送設定者は、転送先メールアドレスが無
効となっているという通知が来ないので、転送先

メールアドレスでメールが受信できていないこと

に気がつきにくく、放置してしまう

[P3】転送サーバの管理者は、メール送信者が宛
先メールアドレスの入力を間違ったのか、転送先

メールアドレスが無効となったのかの判断がつき

にくい

3.要求要件

2.2節であげた問題点を解決するためのシステムの

要求要件は次の3つであるC

Rl】誰のどのアドレスに転送できなかったのか
をェラーメールを受信したサーバで把握できる

こと:

どの転送設定者のどの転送先に転送できなかった

のかを把握することで、連続して同じ転送先アド

レスに転送できなかった場合には直接本人に連絡

したり、また、継続して転送できていないアドレ

ス宛には転送しないようにする等の柔軟な対応が

できるようにする。

・ 【R2]既存メールシステムを大幅に改変せず実現
でき、本システム導入および取り外しの手順が容

易であること:

メールシステムの転送部分のみ置き換えを行うO
また、導入の手順も極力容易であることが望ま

しい。

・ 【R3】ユーザ単位の導入が可能であること:

本システムを利用するかどうかを、ユーザ全員を

1つの単位とするのではなく、メールの転送設定

を行っているユーザごとに決定できれば、サーバ

の負荷やメールの流量に配慮しながら導入するこ

とができる。また、本システム-の柔軟な切り替

えが実現できる。

4.提案システムの設計

4.1提案システムのキーとなるアイデア

エラーメールを受信したメールサーバが、 「誰のどの

転送先メールアドレスでメールを受信できないのか」

を、返送されてきたェラーメールの内容から把握する

必要がある。そこで、次の2つのアイデアに基づいて

本システムを設計した。

(1)メールを転送するたびに、各ユーザのメールの
転送先ごとに異なるメールアドレスを生成して、

メール転送時のエンベロープFromアドレスと

する

(2)転送したメールに対するエラーメールをすべて
エラーメール受信用に準備したユーザのメール

ボックスに保存されるようにし、エラーメール

を受信するサーバで、誰のどの転送先がェラー

となっているのかというエラー状態を管理する

具体的な方法については、 5.1節で述べる。

4.2　システムの概要

本システムは従来のメールシステムを置き換える

ものではなく、本システムを利用するユーザの転送先

メールアドレス設定ファイルを後述の転送メール送信

部の処理を行うプログラムに置き換える方法をとって

いる。これにより要求要件　　および[R3]を満た

すことができる。メール中継プログラム(postfixや

sendmail等)とは独立して動作するため、メ-ル中継
プログラムとして何が動作していても導入することが



できるO

システムの概要を図5に示す。本システムは、転送

メール送信部、エラーメール受信部、転送アドレス管

理部、メールキュー削除部、エラー通知部の5つから

構成されている。

本システムの大まかな流れは次のとおりであるo

(a)転送設定を行っているユーザ宛にメールが届く

(b)メールを転送する際に、エンベロープ計omア
ドレスを、メールを転送しているサーバで受信で

きるアドレスに変更して送出する(転送メール送

信部)

(C)転送したメールがェラーメールとして返送されて
きたくれば、そのメールをェラーメール管理用の

アドレスで受信し、エラーメールの宛先から誰の

どの転送先がェラーとなっているのかを調べるD

元の送信者にエラーが発生したことを通知する

(エラーメール受信部)

(d)メール転送後一定時間経過し、エラーメールが返
送されてこなかった場合は、正常に転送先メール

アドレス宛に配送されたとみなす(メールキュー

削除部)

(e)メールを転送してもエラーメールが返送されてく
る状況が継続して発生している場合は、正常に転

送できている他のアドレスがあればそちらに転送

する、転送を一時的に中止する等の対策を施せる

ようにしておく(エラー通知部)

(f)エラーとなって受信できないメールアドレスを転
送設定者が削除し新たなアドレスを追加した場合、

エラーが発生していたことを新しい転送先アドレ

スに通知する(転送アドレス管理部)
以下、 4.3節から4.7節において、各部の動作の詳

細を示す。
4.3　転送メール送信部

転送すべきメールが届く(このアクションがトリガー

となる)。転送先メールアドレスが設定されたファイ
ルに、転送メール送信部のプログラムが起動するよう

に記述しておくo

転送メール送信部の処理内容は以下のとおりである。

(1)

(2)エンベロープnomのアドレスを転送を行って

いるマシンのメールアドレスに変更し、あらか

じめ設定されている転送先に転送するo

(3)メールキューデータベースに、転送されてきた
メールのエンベロープPromアドレス、メール

-ツダと本文、転送設定者のメールアドレス、

転送先メールアドレス等、メール転送に関する

情報を書き込む。

4.4　エラーメール受信部

エラーメール受信部の処理内容は以下のとおりで

ある。

(1)転送できなかったという通知メールが、本シス

テムエラーメール受信用に準備したアドレス宛

に届く

(2)エラーメールの宛先より、誰のどの転送先アド
レスがエラーとなったのかを調べる

(3)エラー履歴データベースに、転送設定者のメー
ルアドレス、エラーとなった転送先メールアド

レス等の情報を書き込む

(4)メール送信者にエラーの通知を行う
転送のエラーメールを、転送しているメールサーバ

の専用のアドレスで受信しエラー履歴データベースに

記述することで、誰のどの転送先がエラーとなってい

るのかという状況を管理することができる。これによ

り要求要件【Rllを満たすことができるQ
4.5　メールキュー削除部

メール転送後、一定時間(設定項目)以上経過した
メールは転送先に屈いたとみなし,メールキューデー

タベースの削除時刻に現在の時刻をセットする0

4.6　エラー通知部

継続して転送エラーが弟生し続けているアドレスが

あれば、転送設定者や管理者に通知する。

4.7　転送アドレス管理部

転送設定者がェラーが発生している転送先メールア

ドレスを削除した場合は、メールキューデータベース

およびエラー履歴データベースの削除時刻に現在の時

刻をセットする0

5.提案システムの実装

転送メール送信部、エラーメール受信部、メール

キュー削除部、エラー通知部、転送アドレス管理部は

すべてPython (バージョン2.5)で記述したoデー

タベースとしてPostgreSQLを、 Pythonからデータ
ベース-のアクセスのためにPygreSQLライブラリ

を使用した。転送メール送信部のPythonスクリプ
トを、ユーザの転送設定ファイルから起動するた糾こ

procmailを利用した0
5.1転送メール送信部

メールを転送する際に転送メール送信部を起動する

ため、 procmail3'を利用した　procmailは,受信した
メールの振り分けやフィルタリングを行うソフトウェ

アである。

本システムを利用する場合、利用するユーザ

ごとに、転送先メールアドレスを記述したファイ

ルSHOME/.forward (SHOMEはユーザのホーム

ディレクトリを表す)を　procmailが起動するよ
うに　|. exec /usr/bin/proemail"と記述する.

SHOMEノ.procmailrcにはprocrnailに関するルール
を次のように記述する。

SHELL=/bin/sh

LQGFILE=SHQME/procmail. log

:0 c



I /usr/local/mailfwd/mail_transfer. py

これによって受信したメールが-通ずつスクリプ

ト/usr/local/mailfwd/maiLtransfer.pyの標準入力

に渡される。 mai1」ニransfer.pyでは、次の各処理を

行うO

(1)標準入力をローカルファイルに保存する。

(2)エンベロープFromアドレスを技き出すため、
メール-ツダにあるReturn-Path:ではじまる

行に続くメールアドレスを抽出するo

(3)受信したメールを、受信メールデータベース(表

1)にinsertする。

(4)エンベロープnomアドレスを転送先アドレス
ごとに異なるアドレスに書き換えた後、メール

を転送するo

(5)転送した情報を転送データベース(表2)に書き
込む

ここで、転送する際のエンベロープFromアドレス

は次の形式とする。

forward-a-b-c@fwd. dsm. cis. kit. jp

エンベロープFromのローカルパートforward-a-

b-Cのうち、 aはメールキューデータベース(表1)

のpkeyの値をセットするD bは転送先アドレスごと

に1から順に異なる整数値を割り当てていく。 Cは

転送設定者が設定した転送先アドレスの合計数をセッ

トする。例えばpkeyが10ので、転送先アドレスを

3個設定しているユーザの場合3通のメールを転送す

るが、 2番目に転送するメールのローカルパートは

forward-10-2-3となる。

エンベロープFromのドメインfwd.dsm.cis.kit.jp

は、本システムのために新しく作成したドメインであ

る。宛先メールアドレスのドメインがfwd.dsm.cis.kit.jp

となっているメールは、すべて本システムのエラーメー

ル受信用に作成したユーザに届くよう設定する。

5.2　エラーメール受信部

エラーメール受信部は、一定時間ごとに起動するよ

う設定しておく。

すべての転送エラーメールを1箇所に集めて転送エ

ラーの発生状況を管理するために、転送エラーメール



は本システムのために準備した管理用アドレス宛に

届くように設定した。また、受信したメールは1通ず

つ取り出して処理しやすいように、 1通ごとに個別の

ファイルに保存されるよう設定した。

エラーメール受信は、新着エラーメールを1通ずつ

取り出し、次の処理を行う。

(1)エンベロープToアドレスを抽出し、メール
キューデータベースから、受信したェラーメー

ルが誰のどの転送先からェラーメールとして返

送されてきたのかを調べる。ここで、エンベロー

プTbアドレスは、メール-ツダのReceived:

行のforに続くメールアドレスを抽出すること

によって得られる。

(2)エラー履歴データベース(表3)にデータを追加
する0

5.3　メールキュー削除部

メールキュー削除部は、一定時間ごとに起動される。
ここでは、 48時間以内にエラーメールが返送されて

こなかったメールは、転送先で正常に受信されたとみ

なし、次の処理を行う。

(1)メールキューデータベースから、転送後48時
間以上が経過し、かつ、削除時刻に何も設定さ

れていないメールを抜きだす

(2)抜き出したメールがェラー履歴データベースに
存在しなければ、メールキューデータベースの

削除時刻に現在の時刻をセットするD

5.4　工ラ-通知部

エラー通知部は、一定時間ごとに起動される。継続

して転送エラーが発生しているアドレスを発見するた

糾こ次の処理を行うo

(1)メールキューデータベースやェラー履歴データ

ベースより、継続してエラーメールが発生して

いるアドレスを抜き出す

(2)抜き出したアドレスから、

●　転送設定者のローカルのメールボックス、
および、転送に成功しているアドレスにエ

ラーが発生していることをメールで通知

する

.管理者にメールで通知するとともに、ログ

ファイルに記録する

5.5　転送アドレス管理部

転送アドレス管理部は、一定時間ごとに起動される

スクリプトであるO　次の処理を行うo

(1)ユーザの転送先アドレスデータベースの更新日
付を調べる

(2)更新された転送先アドレスデータベース内に、
継続して転送エラーが発生しているアドレスが

存在しなければ、転送エラーを発生させている

アドレスが転送先アドレスから削除されたと判
断し、メールキューデータベースおよびェラー

履歴データベースの削除時刻に現在の時刻を設

定して更新する0

6.評価と考察

エンベロープPromアドレスを変更してメールを

送信(転送)する手法は以前より存在したが既存技術
との比較について述べる。また、本システムを導入す

ることで発生するメール転送時の遅延について実験を

行った。さらに、導入の容易さ、転送エラーの通知に

ついて考察した。

6.1既存技術との比較

受信したメールのエンベロープ　From　を変更

して再度送信する技術は既に存在し、 postfix　の

VERP(Variable Envelope Return Path)4'とし、

sendmailのuserdbがそれに相当するo

VERPは、エンベロープPromアドレスに受信者

のメールアドレスを挿入している。これにより、返

送されてきたエラーメールの宛先から、誰宛のメー

ルがエラーメールとなり返送されてきたかを把握す

ることができる。例えば、送信者メールアドレスが

Sender@example.jpで受信者メールアドレスがre-

ceiver@example.comの場合、エンベロープPromア

ドレスは、 sender+receiver-example.com@example.jp

となる(ローカルパートの十と-は設定により変更

可能)0

sendmailの　userdb　を利用しても、エンベロー

プnomアドレスを変更することができる。例えば

userdbに

user:mailname user-fwd@example.コP

user-fwd:maildrop receiver

このよに設定しておくと、 userdbを定義したメール

サーバからユーザ名userで送信するメールのエンベ

ロープPromアドレスはすべてuser-fwd@example.jp

に変更される。

postfixのVERP、 sendmailのuserdbとも、ユー

ザごとにエンベロープnomアドレスを変更すること

ができるので、転送したメールがェラーメールとして

戻ってきた場合、エラーメールの宛先メールアドレス



から「誰」の転送先にメールががエラーになっている

のかを把握できる。しかし本稿は、ユーザの転送先ご

とにエンベロープ恥omアドレスを変更し、 「誰」に

加えて「どの転送先」がェラーとなっているかを把握

したいので、既存のこれらの方法は利用することがで

きない。

6.2　転送遅延時間の測定

本システムを利用した場合のメールの転送時間を

測定したO比較のために.forwardを使った従来の転

送方法についても測定を行った。テスト環境は、図6

に示すとおり、ネットワークスイッチの配下に3台の

pc(以下ホスト1、ホスト2ヾホスト3という)を接
続し、ホスト1からホスト2宛にメールを送信し、ホ
スト2からホスト3に自動転送した。テストに使用し

たマシンの動作環境を表4に示す。

テスト環境のもとで、テスト1、テスト2の2つの

テストを行ったOそれぞれ、.forwardを使用して転送

した場合と、本システムを使用して転送した場合の2

っのケースに分けて転送遅延時間を測定した。

6.2.1テスト1 : 1つの転送先アドレスを持つメー

ルアドレス宛に1000通のメールを送信

ホスト2からホスト3の1つのアドレス宛に自動転

送を行った上で、ホスト1からホスト2に本文なしの

1000通のメールを連続して送信した。このとき,ホ

スト2で受信したメール、ホスト3宛に転送したメー

ル、ホスト2でのメールキュー(/var/spool/mqueue

配下)のファイル数について測定した.forwardを使
用した場合の結果が表5、本システムを使用した場合

の結果が表6である。

表5表6を比較すると、転送を開始してからのホ

スト1からホスト2-のメール受信数はほぼ同じであ

る^ホスト3-の転送メールは、いずれもホスト3-

の転送をスタートして3分ほど経過し500通ほどの

メールを転送したところで、ホスト2が過負荷のため

一時的に受信拒否された。その後.forwardを使用し

た方は4分経過して、本システムを使用した方は6

分経過して、送信を再開したo送信再開に要した時間

が4分と6分で2分の差があるが、その点をのぞけ

ば両者はほぼ同じ動きをしていることがわかる。

6.2.2　テスト2 :1000の転送先アドレスを持つ
メールアドレス宛に1通のメールを送信

ホスト2からホスト3の1000のアドレス宛に自動

転送を行った上で、ホスト1からホスト2に本文なし

の1通のメールを送信したO　このとき,ホスト2で

受信したメール、ホスト3宛に転送したメール、ホス

ト2でのメールキュー(/var/spool/mqueue配下)の
ファイル数ついて測定したものが表7であるO

表7より、ホスト2からホスト3に1000通のメー

ルが転送された際の転送にかかる時間は、.forwardを

使用した場合は1分以内に送信を終えているのに対し

て、本システムを使用した場合は、 1分間に200余り

のメールを転送し続け、約6分後に転送を終えている。

このテストでは、 1000の転送先アドレスは異なるが

すべて同じホスト3上のアドレスであったため、.for-

wardを使ってメールを転送する場合は1000回転送を

行うのではなく、同一ホスト宛のメールはエンベロ~



プnomに複数のメールアドレスを指定してまとめて

転送している0 -方、本システムを使用した場合は、

転送先アドレスが同じホスト上のアドレスであっても
エンベロープnomを転送先アドレスごとに異なるも

のを生成しているため、まとめて転送せず転送先アド

レスごとに1通ずつ転送している。このことが両者の

転送にかかる時間差の1つの原因となっているQ

表7より、本システムを利用してホスト2からホ

スト3に1000通のメールを転送した場合、 1分間に
228-233通のメールを転送している。つまり、 1通の

メールの転送に要する時間は0.26秒となる1000通

のメールの送信開始から終了まで、転送に要する時間

は常にほぼ一定の数値(0.26秒)を示した。運用時の

負荷を想定する際に、転送に要する時間や、本システ

ムを利用するユーザ数、利用するユーザ宛に届くメー
ルの到着間隔が参考になると考えられる。

6.3　従来のメ-ル転送時の問題点

2・2節"メール転送時の問題点"において、 [Pl][P2】[P3】
の3つの問題点をあげたQ継続して転送エラーが発生

しているアドレスがあれば、転送に成功している他の

アドレスに通知する等の方法をとっているので、 [P2】
は解決できている。転送エラーの状況(発生回数や頻
度等)は、エラー履歴データベースで管理することが

できるので、 [P3】は解決できている。

[PI]は、エラーメールを受信した元の送信者は、宛

先に指定したアドレスとは異なるアドレスがェラー

だったという通知を受理するという問題点をあげた。

転送エラー時は、本システムが元の送信者にエラー

メールを返送するQエラーメールの内容は、宛先やcc

に転送設定者のメールアドレスが指定されていれば、

転送設定者のアドレスを明記して転送先のアドレスが

無効であるとする。宛先やccに転送設定者のメール

アドレスが指定されていなければ、転送先のアドレス

を明記してこのアドレスが無効であるとする。これは、

転送設定者のメールアドレスを明記すると元の送信者

が知ることになり、これによる不都合があるのではな
いかと考えたからである。

6.4　本システム導入の容易さ

本システム導入の手順は、

(1)利用するユーザの転送先アドレス設定ファイル

の内容を指定されたファイル名で保存

(2)転送先アドレス設定ファイルには、 procmailが
起動するよう記述

(3) procmailのルールに転送メール送信部のスク
リプトが起動するよう記述

の3つである。簡単なコマンドやWebインタフェー

スを準備すればユーザ自身の操作により、本システム

への移行や取りやめを行うことができる。当然ながら、
管理者自身の操作によっても可能であるC導入および

取り外しは簡単に行えると考える。
6.5　転送エラーの通知

転送エラーメールが発生しないようにするために、

転送設定者が誤った転送先アドレスを削除しなければ

ならないo削除を促すた桝こ、転送設定者に転送エラー

が発生していることを通知する。削除を促す通知を複

数の手段で実行すると効果的である。具体的には、転

送に成功しているアドレス宛に通知する、ローカルの

メールボックスに保存する、頻繁にログインするWeb

サイトに表示する等が考えられるB

7.ま　と　め

本稿では,誤った転送設定によるエラーメールを削

減することを目的として,エンベロープ恥omを書き

換えることでエラーメールの返送先を制御し、エラー

状態を把握できるシステムの試作と評価を行ったo今

後の課題としては,実際のメール環境に導入し、改善
点を洗い出していきたいO
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